
（別紙３）

～ R6年11月18日

（対象者数） 17 （回答者数） 15

～ R6年11月18日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ⾧期休暇等に臨床美術を今後も実施していきます。

2 身体で表現する楽しさ、喜びを伝えていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・階段を上がる際は必ず職員の付き添いを必須とします。
・子どもだけで降りないという掲示をしています。今後も保
護者、子どもへの周知を行っていきます。

2
現状での配置は基準を満たしていますが、改善のためには職
員の増員が必要です。

3

臨床美術の技法を使った
脳活性化へのアプローチ

自由に自己表現を行うことで心の解放を促し、生活の質の向上
をはかっています。集中力や意欲の向上、情緒の安定などに効
果が期待されます。

音楽レクリエーションの強化
これまでは月１回だったが1ヶ月のうち1週間を音楽に触れあ
うプログラムを導入しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所が２階にある 建物の立地

学校休業日のサービス提供時間
9時半からとなっているため、就労されている保護者のニーズ
に応えにくい

R6年　10月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　１月29日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後デイサービスふくまろ

○保護者評価実施期間 R6年　10月　17日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


